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流 れ 藻 の 海 藻 学 的 研 究 一IX

日本周辺各地の流れ藻種類相1)

瀬 川 宗 吉 ・沢 田 武 男 ・吉 田 忠 生2)

Studies on the floating  seaweeds  -  IX 

   The floating seaweeds found 
    on the sea around Japan 

  Sokichi Segawa, Takeo Sawada 
      and Tadao Yoshida

筆者等はこれまで主として九州北部海域において流

れ藻に関する調査を行ない,流 れ藻を構成する植物の

種類相やその季節的変化,分 布状態等についての知見

や,流 れ藻の移動状態を明らかにした.流 れ藻に伴な

つて生活する魚類の研究のための基礎知識とするため

には,こ れらの知見をもとにして広 く我が国の周辺に

見 られる流れ藻の調査を進めなければならない.そ の

一部として1960年 には九州および本州 の用辺の各地

で流れ藻の調査を行なつたので,.こ こではその種類相

とその組成の季節的変化について報告したい.

調 査に御協カードさつ た 内海区水産研究所水戸敏博

士,東 京教育大学千原光雄博士,東 北区水産研究所福

島信一氏,小 達繁氏,琉 球大学香村真徳氏,九 州大学

農学部木村清朗氏,古 川哲二氏,長 崎大学田北徹氏,

および東海大学林田文郎氏に感謝する.ま た調査に当

つて いろいろと便宜を 与えられた 鹿児島県水産試験

場,お よび鹿児島 ・田辺 ・下田 ・塩釜 ・長崎 ・境 ・伏

木 ・秋田の各海上保安部と巡視船の方々に謝意を表

する.

調 査 地 と調 査 方 法

すでに報告 した通 り(瀬 川ほか1960,'61),九 州北

部での流れ藻の量は5,6月 に 最も多 く見 られたの

で,こ の前後の時期に調査を行なえば流れ藻について

の大要を明らかにし得るのではないかと考え,3月 ～

8月 に次の各地で調査した.す なわち表 日本側では鹿

1)日本 水 産学 会秋 期 大会(1960年10月,於 仙 台)

で 発 表 した.こ の研 究 の 費 用 は 朝日 科 学 奨 励 金 に

よつ た.

2)現 在 東 北 区水 産 研 究 所 勤 務

児島港から大隅半島周辺,田 辺港から紀伊半島南岸,

下 田港から伊豆半島周辺,塩 釜港から金華山沖の4海

域,裏 日本側では長崎港から五島列島周辺,境 港か ら

鳥取県沖,伏 木港か ら能登半島周辺,秋 田港から秋田

県沖の4海 域,計8海 域である.

上記各港 か ら海上保安部 巡視船,水 産試験場調査

船,ま たはその他の船を利用し,流 れ藻の分布の調査

中に適宜停船 して,た も網や鈎で採集した.調 査の詳

細はTable1に 示す通りである.採 集地点はFig.1

に示す通 りである.採 集した流れ藻は船上で直ちに種

類を区分し,各 々の重量をゼンマイ秤で0.1kgま で測

定した.

この調査では1日 の うちに比較的広い範囲を 行動

し,相 当の距離をへだたつた各所から流れ藻を採集し

たので,各 地点の流れ藻の百分率組成を平均してその

海域を代表するものとした.

結 果

各水域で得た流れ藻の組成をFig.2お よびFig.3

に要約した.つ ぎに各地の状態を述べる.

九州西岸.長 崎県五島列島周辺で1960年3月 ～7

月に採集された流れ藻の種類をみると,Fig.2に 示 し

たように,3月 にはアカモク,ホ ンダワラ,ジ ヨロモ

クが多 く,こ の3種 で大部分を占めていた.5刀 には

ジヨロモク,ホ ンダワラは減少 してヤツマタモクが多

くなり,7月 に入るとノコギ リモクが大部分を占める

ようになつた.Eusargassum.Ml属 の種は5月 か らすで

に認められた.

鳥取県沖.1960年3,6月 にはこの海域で流れ藻を

採集することができたが,7月 には採集できなかつた

ので,こ の部分は以前の調査で得られた材料の平均組



Table 1. Survery ships and observers of the surveys carried out in 1960.

First time

   Region 

Kagoshima

Date Name of the 

idori-maru 
 (Kagoshima

ship

Mar. 1-3

Observer

Ch
F.E.S.)

Yoshida 
Furukawa

 Kii Mar. 10-11 Kumano 
   (Tanabe M.S.O.)

T. 
T.

Yoshida 
Furukawa

Izu

Kinkazan

Mar. 18-19

Mar. 22-24

Genkai. 
   (Shimoda M.S.O.)

Chifuri 
   (Shiogama M.S.O.)

T. 
M.

T. 
S.

Yoshida 
Chihara

Yoshida 
Fukushima

Nagasaki Mar. 1-3 Uguisu 
   (Nagasaki M.S.O.)

T. Sawada 
S. Kamura

Tottori Mar. 7-8 Hekura 
   (Sakai M.S.O.)

Noto Mar. 18-19
Kiso 

  (Fushiki M.S.O.)

T. Sawada 
S. Odate

T. Sawada 
T. Takita

Akita Mar. 28-29

Kagoshima May 10-12

Mikura 
   (Akita M.S.O.) 

Kamome-maru 
Chidori-maru 

   (Kagoshima F.E.S.)

T. 
T. 

T. 
S.

Sawada 
Yoshida 

Sawada 
Mito

Kii May 20-21
Kumano 

   (Tanabe M.S.O.)
T. 
F.

Sawada 
Hayashida

Izu May 27-28

Second time

Kinkazan
May 31 

   - June 3

Nagasaki May 13-16

Tottori June 7

Genkai 
   (Shimoda M.S.O.)

T. 
M.

Sawada 
Chihara

Third time

Heiwa ibaragi-maru 
   (Ibaragi F.E.S.)

Uguisu 
   (Nagasaki M.S.O.)

no. 3 H6un-maru

Noto May 24-26 Noto 
   (Fushiki M.S.Q.)

T. 
S.

Yoshida 
Odate

T. 
T.

Yoshida 
Takita

T. Sawada

Akita June 13-14

Kagoshima July 10-11

Kii July 14-15

Izu July 26-27

Kinkazan

Nagasaki

Aug. 2-4

July 13-15

Tottori July 21

T. 
F.

Yoshida 
Hayashida

Mikura 
   (Akita M.S.O.)

Ooyodo 
   (Kagoshima M.S.O.)

Kumano 
   (Tanabe M.S.O.)

Genkai 
   (Shimoda M.S.O.)

Chifuri 
(Sh iogama M.S.O.)

Kaede-maru (K.S.) 
Kikuchi 

   (Nagasaki M.S.O.)

Seiko-maru

T. 
T.

Sawada 
Yoshida

T. 
F.

Yoshida 
Hayashida

T. 
F.

Yoshida 
Hayashida

T. 
M.

Sawada 
Chihara

T. 
S.

Yoshida 
Odate

T. Sawada 
S. Kimura

S. Segawa 
T. Sawada



Fig. 1. A map of Japan showing the sites where the floating 
       seaweeds were collected (x) in 1960.

 mK! 

Fig. 2. Seasonal change in relative abundance by weight of the species found 
       in the floating seaweeds collected from Japan Sea coast in 1960. Ch, 

      Cystophyllum hakodatense ).i' / ; pi, Sargassum piluliferum 37 7 
; pa, S. patens ' 7 -7 3t ; ho, S. horneri t % ; se, S. serratifo-

      lium i t' 9 7 ; to, S. tortile ; ri, S. ringgoldianum - 7t-         
;  co, S. confusum 7 : 7 v 7 ; fu, S. fulvellum :1-: ̂ ; m, Cystq-

      phyllum sisymbrioides ; Es, Eusargassums,



Fig. 3. Seasonal change in  relative_abundance of the speciesyfound in 
       the floating seaweeds collected from Pacific coast of Japan in 
       1960. Abbreviations for the species are the same as in Fig. 2.

成を加えてFig.2に 示 した.3月 にはアカモクが半

分以上を占め,6月 にはヤツマタモク,ジ ヨロモク,

アカモクが優占しており,7月 にはヤツマタモク,ノ

コギリモクが多かつた.こ の付近から北の海域になる

とEusargassum亜 属 の種類はエン ドウモクを除いて

ほとんど見 られなかつた.

能登半島沖.1960年3,5月 にはこの海域で流れ藻

を採集調査したが,8月 には分布状態の調査のみで採

集することができなかつた.3,5月 ともアカモクが

最も多 く,そ の他の種類は小量を占めるに過ぎなかつ

た.こ の海域については調査が 少ないために,ホ ン

ダワラ類各種 の 季節的消長を 明確 にいうことができ

ない.

秋 田県沖.1960年 に行なつた調査によれば,Fig.2

か ら明らかなように3月 にはホンダワラ,ア カモク,

ジ ヨロモク,ヤ ツマタモクの4種 が流れ藻の大部分を

占めていた.6月 にはヤツマタモクが多 くなり,7月 に

はノコギ リモクとフシスジモクが主体となつていた.

鹿児島南部海域.主 として 大隅半島沿岸 を調査し

た.1960年3,5月 には鹿児島県水産試験場のブ リ稚

魚調査の際に行なつた.7月 には流れ藻を採集するこ

とができなかつたので,以 前の調査の結果を参考とし

てFig.3に 示 した.3月 にはヤツマタモクが最 も多

く,ア カモク,ホ ンダワラ,マ メタワラ,ヨ レモク等

も出現したが,Eusargassum亜 属 に属する種類はほと

んどみられなかつた.5月 にもヤツマタモクが最も多

く,マ メタワラ,Eusar8assum亜 属の種類も相当量出

現した.7月 にはEasargassum亜 属のものが大部分

を占めており,こ れに反 してマメタワラ,ヤ ツマタモ

クは5月 の調査に比べるとはるかに少なかつた.

紀伊半島南岸.こ こでは1960年3,5,7月 の3

回調査を行ない,各 回とも流れ藻を採集し得た.3月

から7月 までの3回 を通 じてヨレモク(変 種のカメギ

モク)が 半分近くを占めており,3刀 にはヤツマタモ

クが次に多 く,そ の他の 種類は 少量しか 出現 しなか

つた.Eusargassum亜 属に属す るものは3月 には採集

されなかつたが,5,7月 には採集され,7月 には50

%近 くまでになつた(Fig.3).

伊豆 半島周辺.1960年3,5,7月 の3回,伊 豆半

島周辺か ら伊豆七島付近を調査したが,こ の調査海域

には流れ藻が非常に少な く,採 集する機会がなかつた

ので,こ の付近の流れ藻の種類相に関する資料は得ら

れなかつた.

金華山沖.1960年3,6,8月 の3回 調査を行なつ

た.3,8月 の調査では資料が少ない.こ の期間を通

じてアカモクが多 く,3月 には採集した流れ藻の皿が

少なかつたが,ア カモクのみしか得られなかつた.6

月にはヨレモク,オ オバモクが相当量出現し,8月 に

はそれらの種類以外にウガノモクがみかけられた.

考 察

以上の結果を九州西岸から口木海沿岸各地にかけて

の裏日木側と,鹿 児島から三陸沖に至る表 日木側とに

分けて考察する,



裏 口木側では,す でに報告 した九州北岸におけるホ

ンダワラ類の季節的消長(瀬 川ほか,1959)と 各地の

結果を比較すると,九 州西岸の五島列島周辺から秋田

県沖まで南から北に向かって,夏 期に出現するEusar-

gassum亜 属 の旦が減少 して行き,北 郎に行 くに従つ

てフシスジモクの量が増加するという傾向を除けば,

流れ藻を構成 している主要なホンダワラ類の種類と,

その 季節的消長の状態はよく似ていて,対 馬暖流の

影響 ドにあるこれら海域聞で著 しい差異は 認められ

ない.

これに反 し,表[木 沿岸で調査した鹿児島県大隅半

島沿岸,紀 伊半島南岸,伊 豆平島周辺,宮 城県金華山

沖についてみると,南 部の鹿児島 ・紀伊半、島付近では

夏期にEusargassum亜 属 の種が督しく増加することを

除けば主要な種が違つており,鹿 児島ではヤツマタモ

クが流れ藻の主体をなしている場合が多いのに反 し,

紀伊半島沖ではヨレモク(カ メギモク)が最 も多 くみ ら

れた.伊 豆半島周辺の流れ藻についての知見は得られ

ていない.金 華山近海ではアカモクが主要な部分を占

め,そ れ以外にウガノモクやエゾィシゲなどの北方系

の種類が混在 していて,南 部とは著しく異なつている.

このように表 日本沿岸 では 海域間の差が 非常に大き

く,そ れ らの間の関係を考察するには資料が少ない.

要 約

1960年3月 から8月 の間に3回,長 崎県五島周辺,

鳥取県沖,能 登平島周辺,秋 田県沖,鹿 児島県大隅半

島周辺,紀 伊半島南岸,伊 豆半島周辺,お よび金i華山

沖の8水 域で流れ藻調査を行なつた.

裏 日本沿岸では南から北へ行 くに従つて夏期に出現

するEusargassum亜 属の種の割合が誠少 し,ま たフ

シスジモクの量が増加する傾向が認められるほかは,

九 州北岸の場合と類似した各種の季節的消長の状態を

示す.

表 日本沿岸では水域間の 差が大きい.特 に金華山沖

では北方系の種が多 く,そ れより南で南方系の種が多

いのと著しい対照をなす.
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                                    Summary 

   In 1960, the authors investigated the floating seaweeds around Japanese waters. Since the 
floating seaweeds in northern Kyushu were remarkable by their mass in May and June, as 
reported previously, the authors intensively made  three surveys from March to August. Eight 
waters were chosen along the both sides of Japan. They are the regions around the Got6 
Islands, of the north of Tottori Prefecture, around the Noto Peninsula, and of the west of Akita 
Prefecture on Japan Sea coast, and around the Osumi Penisula, of the south of Kii Peninsula, 
around the Izu Peninsula, and of the east of Kinkazan on the Pacific coast. 

   In Japan Sea side much were alike with the case of northern Kyushu with regard to the 
species found in floating seaweeds and their quantitative change with the season. But in 
northern regions gradual increase of S. confusum and gradual decrease of Eusargassum species 
were recognizable. 

   In the Pacific side the results from each region differed considerably. Especially in the 
east of Kinkazan the species growing in northern Japan were collected in general, while in 
the other regions warm-water species were dominant.


